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創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た
施
策
の
実
施
に

努
め
、
子
育
て
に
優
し
い
社
会
創
り
と
不
足

す
る
介
護
人
材
の
確
保
に
力
を
入
れ
、
少
子

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
も
、
活
力
あ
る
地

域
社
会
が
維
持
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。
加
え
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
応
と
し
て
、
地

場
産
業
、
農
産
品
等
の
輸
出
に
参
画
す
る
中

小
企
業
等
へ
の
後
押
し
や
、
農
業
者
の
不
安

を
払
拭
し
、
持
続
的
農
業
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
本
県
に
集
積
し
た
最
先
端
科
学

技
術
を
生
か
し
た
新
産
業
の
創
出
と
県
民
の

福
祉
向
上
に
資
す
る
装
着
型
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー

ツ
の
介
護
・
医
療
分
野
へ
の
利
活
用
促
進
等

に
力
を
入
れ
、
科
学
技
術
創
造
立
県
を
目
指

す
茨
城
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

　

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
は
、
今
後
と
も
県
民
目

線
で
県
政
発
展
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
九
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に

よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
謹

ん
で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
は
、
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
災
害
に

強
い
県
土
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
茨
城
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
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新
し
い
年
が
県
民
の
皆
様
に

と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
九
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
早
期

復
興
に
、
会
派
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
お
誓
い
致
し
ま

す
。

　

わ
が
国
の
経
済
は
安
倍
安
定
政

権
の
下
、
本
県
経
済
も
同
様
で
す

が
、
緩
や
か
な
回
復
軌
道
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
来
年
四
月
に
は

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
よ

り
、
消
費
税
率
が
十
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
安
倍
政

権
が
掲
げ
る
「
地
方
創
生
」
と
「
一

億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
た
国
、
地
方
の
取
り
組
み
が
、

ま
さ
に
正
念
場
を
迎
え
る
年
と
な

り
そ
う
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、我
々

は
昨
年
十
二
月
、
新
規

百
五
項
目
を
含
む
二
千

三
百
八
十
九
項
目
か
ら

成
る
「
平
成
二
十
八
年

度
い
ば
ら
き
自
民
党
重

要
政
策
大
綱
～
安
心
、

い
き
い
き
、
魅
力
い
っ

ぱ
い
の
茨
城
県
を
目
指
し
て
～
」

を
取
り
ま
と
め
、
知
事
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

そ
の
特
徴
は
、
今
回
改
め
た
副

題
に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害

に
強
い
県
づ
く
り
（
安
心
）
を
最

重
点
課
題
に
、
地
方
創
生
に
よ
る

地
域
・
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
の

創
出
な
ど
元
気
な
県
づ
く
り
（
い

き
い
き
）
や
、
本
県
の
様
々
な
地

域
資
源
に
よ
り
一
層
磨
き
を
掛
け
、

世
界
に
開
か
れ
た
県
づ
く
り
（
魅

力
）
に
精
い
っ
ぱ
い
努
め
て
い
く

熱
い
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

我
々
は
県
政
の
責
任
政
党
と
し

て
、
政
策
大
綱
に
盛
り
込
ん
だ
施

策
の
予
算
化
は
も
と
よ
り
、
条
例

制
定
な
ど
政
策
立
案
機
能
の
充

実
・
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
所
属

議
員
四
十
五
人
が
一
致
協
力
し
、

県
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
全

身
全
霊
を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で

す
。
県
民
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
日
頃
の
活
動
の
中
で
頂
い
て
い
る

ご
意
見
・
ご
要
望
を
も
と
に
、
平
成
二
十
八

年
度
予
算
編
成
に
向
け
、
人
口
減
少
社
会
に

対
応
し
た
超
少
子
高
齢
化
へ
の
社
会
保
障
の

充
実
や
、
防
災
・
減
災
の
推
進
、
県
民
の
皆

様
が
安
全
・
安
心
に
快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
な
ど
、
医
療
や
福
祉
・
教
育
・
生
活

環
境
・
防
災
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
、
要
望

九
百
四
十
五
項
目
を
、
県
政
要
望
と
し
て
取

り
ま
と
め
、昨
年
末
に
知
事
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

経
済
格
差
な
ど
様
々
な
格
差
が
拡
大
す
る

中
、
能
力
の
発
揮
を
阻
む
﹃
格
差
の
壁
﹄
を

打
ち
破
り
、
雇
用
対
策
、
出
会
い
か
ら
産
み

育
て
や
す
い
環
境
整
備
な
ど
、
県
民
の
皆
様

が
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
「
互
い
に
支

え
合
う
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
民

主
党
県
議
団
一
丸
と
な
り
、
県
政
の
発
展
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
り
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
謹

ん
で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

民
主
党
茨
城
県
議
会
議
員
団
は
、
本
格
復

旧
・
復
興
に
向
け
、
今
年
も
最
大
限
の
取
り

組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

我
々
民
主
党
県
議
会
議
員
団
は
、
県
民
の

の
安
心
安
全
を
守
る
仕
組
み
づ
く
り
は
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

去
る
十
二
月
十
五
日
、
私
共
、
県
議
会
公
明

党
は
こ
う
し
た
県
政
の
諸
課
題
に
対
し
て
百
八

十
四
項
目
に
わ
た
る
「
平
成
二
十
八
年
度
予
算

編
成
に
関
す
る
要
望
書
」
を
、
橋
本
知
事
に
提

出
し
ま
し
た
。「
問
題
解
決
へ
の
答
え
は
現
場

に
あ
る
」
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に
も
と
づ
き
、

徹
底
的
な
調
査
活
動
と
県
民
お
一
人
ひ
と
り
と

の
対
話
の
中
か
ら
発
想
し
た
提
案
・
要
望
で
す
。

知
事
に
対
し
て
そ
の
要
望
の
実
現
を
強
く
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
は
議
会
改
革
に
も
全
力
を
傾

注
し
ま
す
。
議
会
の
活
性
化
、
政
務
活
動
費
の

透
明
化
、
議
員
定
数
・
選
挙
区
割
り
の
適
性
化

な
ど
、
不
断
の
改
革
を
リ
ー
ド
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
現
場
第
一
主
義
で
「
生
活
大
県
い
ば

ら
き
」
を
つ
く
る
た
め
全
力
で
働
い
て
ま
い
り

ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
は
「
地
方
創
生
元
年
」
と
い

わ
れ
ま
し
た
。
歯
止
め
が
き
か
な
い
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
を
ど

う
是
正
す
る
か
等
々
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す

る
た
め
に
、
地
方
議
会
の
責
任
は
非
常
に
重
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
関
東
・
東
北
豪
雨
被
害
に
み
ら
れ
た

よ
う
に
、
大
規
模
な
自
然
災
害
に
対
し
、
県
民

戦
争
法（
安
保
法
制
）廃
止
で

憲
法
に
も
と
づ
く
政
治
を
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の
破
綻
処
理
に
税
金
を
注
ぎ
込
む
の
で
は
な

く
、
大
型
開
発
の
見
直
し
こ
そ
県
政
の
最
重

要
課
題
で
す
。

　

消
費
税
十
％
は
中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
食

料
品
が
八
％
に
据
え
置
か
れ
て
も
年
四
万
円

超
す
負
担
増
で
す
。

　

東
海
第
二
原
発
は
三
十
八
年
目
の
老
朽
原

発
、
再
稼
働
さ
せ
ず
廃
炉
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

茨
城
農
業
の
生
産
額
が
七
百
二
十
億
円
減

少
し
、
地
域
経
済
に
も
大
打
撃
と
な
る
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
「
大
筋
合
意
」
は
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
分
野
と
結
び
、
戦
争
法
（
安
保

法
制
）
の
廃
止
へ
世
論
と
運
動
を
広
げ
、
憲

法
を
ま
も
り
活
か
す
政
治
の
実
現
に
力
を
尽

く
し
ま
す
。
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
が
強
行

採
決
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
廃
止
の
一
点
で
共

同
行
動
が
重
ね
ら
れ
、
若
者
や
マ
マ
達
な
ど

二
十
九
団
体
と
と
も
に
全
国
二
千
万
人
統
一

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
か
ら
四
ヶ
月
、「
オ
ー
ル
常
総
」

の
声
で
、
災
害
対
策
の
不
備
を
補
う
半
壊
世

帯
や
農
業
・
商
業
の
県
補
助
が
実
現
し
ま
し

た
。
復
興
は
道
半
ば
、
国
県
に
対
し
て
引
き

続
き
支
援
の
拡
充
を
求
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
や
医
療
、
子
育
て
支
援
の
充

実
は
、
切
実
な
県
民
要
望
で
す
。
全
国
八
位

の
財
政
力
は
そ
の
た
め
に
生
か
す
べ
き
で
す
。

常
陸
那
珂
港
や
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
、
土
地
開
発
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